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モバイル空間データを用いた 

マルチエージェントシミュレーションでの 

COVID-19の幹線伝播分析 

加地健 1 

1慶應義塾大学理工学部管理工学科 

Abstract: 概要を 4行前後で記述する 

COVID-19 の感染拡大を抑えるために,感染伝播のモデルを理解する必要がある.内閣官房・COVID-19 AI・シミュレーションプ

ロジェクトでは,データ収集を続け,マルチエージェントシミュレーションで感染の動向を観察してきた.この研究では,過去の

モデルを使用し,感染の波を再現し,将来の状況を予測する.しかし,「全国の感染者数データを取得できなくなる」,「Twitter（現

X）の事業売却によってエージェントのパラメータ設定に影響が出る」という 2 つの問題が発生した.これに対処するために,定

点観測データを使用して感染者数を推定し,モバイル空間統計データを新たな代替として採用する.この研究で得られた結果は,

政策決定の指針として重要である. 
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1. 研究背景・目的 

2019年に発生した COVID-19は世界的なパンデミックを引

き起こし,日本も被害を受けた.感染拡大を抑えるためには,

感染伝播のモデルを理解することが重要であり,マルチエー

ジェントシミュレーションがその一つの手段として挙げら

れる.内閣官房・COVID-19 AI・シミュレーションプロジェク

ト[1]では,過去の感染伝播を観測し,第 8波までを再現した.

本研究ではこのシミュレーションを使用し,第 7 波から第 9

波まで及びその後の感染伝播を再現し,未来の予測を行う. 

2. 方法 

実験は大きく, データ 作成, 感染伝播の波の導出, 予測

の 3 つに分かれる. 

また,データ作成は検証データの作成と移動量データの作

成の大きく 2つに分けられる.前者は定点観測データを用い,

後者はモバイル空間データを用いる. 

作成したデータの下,移動量の再現及び予測を行う.これ

は, Figure1のようなフローに沿って進む. 

 

Fig.1 移動量の再現及び予測方法 

3. 結果 

シミュレーションによる再現及び予測の結果とし

て,Fig. 1のように得られた結果を提示する． 

 

Fig. 1 シミュレーションによる再現及び予測結果 

4. 考察 

結果における Fig. 1 からは,第 8 波において増減を捉え

ていることや予測において年明けに感染者の波が大きくな

るというトレンドを捉えていること,定点観測データにおい

て検証ができていることなどが挙げられる． 

 

5. 結論（と今後の展望） 

本研究では,COVID-19の第 7波から第 9波までの感染伝播

の再現及び予測を行った.また,プロジェクトの一環として,

先行研究を引き継ぎながら,2 つの課題に取り組んだ.1 つ目

は,全国の感染者数データの取得が困難になった問題で,定

点観測データを利用して全数データを推定した.2 つ目

は,Twitter の事業売却により感情分析データが利用できな

くなった問題で,モバイル空間統計データを代替として採用

した.再現では,新たなウイルス変異の影響や政策データの

不足による課題があった.予測では Prophetを用いて 2024年

4月までの感染伝播を導出した. 
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